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最近のドゥンガン研究の概況

――特にソ連崩壊後の言語学研究について――

菅野　裕臣 

　

　ここでドゥンガンと呼ぶものは基本的に 19 世紀後半―20 世紀中頃に中国から中央アジア

に移住してきた中国系のムスリムを指すこととし、中国の回族とは別個に扱う。

　日本では橋本萬太郎が 1950 年代からドゥンガン語に対する関心を表明していたが、1976

年に外国人としては初めてソ連キルギズ共和国のフルンゼとアレクサンドロフカへの訪問

が実現し、後に Svetlana Rimsky-Korsakoff Dyer らがドゥンガン人の故地を訪問し、研究を深

化させた。橋本萬太郎は主として言語学を、Svetlana Rimsky-Korsakoff Dyer は言語と文学を

研究したが、彼らはソ連におけるドゥンガン研究にも言及している。

　しかしソ連の閉鎖的体質はソ連崩壊 = 中央アジア諸国の独立以前のドゥンガン研究の全

貌をさらけ出すことを妨げて来たが、ソ連崩壊後もドゥンガン人居住地域が中央アジア三

国にまたがって分散していること、ドゥンガン人どうしの連絡もよく取れていないことな

どによりドゥンガン研究の基本的資料を得ることは容易なことではない。

　ソ連崩壊前のドゥンガン研究の状況の把握は別の機会に俟つこととし、ここでは主とし

てソ連崩壊後のドゥンガン人、特にその言語に関する状況の紹介に不完全ながら努めるこ

とにする。必要に応じてソ連崩壊前にも言及する。

＊＊＊

　中央アジアに移住したドゥンガン人の知識層には漢字やアラビア文字の知識を有するも

のもいたと思われるが、それについての記録はない。中国の回教徒がアラビア文字で記し

た言語はつとにヨーロッパ人の関心を集めたが，「『小児錦』文字資料コーパス構築へむけ

た資料収集とデジタル化」研究プロジェクト（2001-5 年間）代表者：町田和彦（東京外国

語大学アジア・アフリカ言語文化研究所）により収集された「小児錦」あるいは「小経」

と呼ばれるアラビア語，中国語との 2 つあるいは 3 つの対照になる小冊子もそれに類する

ものであり（黒岩 [2003, 2004] 参照）、恐らくはその全貌の把握はかなり難しそうである。

ドゥンガン人言語学者 А. Дж. Калимов 所有の「小児錦」は革命前にタシュケントで印刷さ

れたものと言われ、筆者がアレクサンドロフカのドゥンガン人モスクで見たのは革命前の

サンクト・ペテルブルク出版のものだったから、ドゥンガン人もそれを所有していた可能
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性がある。ただし「小児錦」の言語とドゥンガン語との異同は定かではない。2003 年には

クルグズスタンのカントでクルアーンのドゥンガン語訳というものが出版されているが

（「参考文献」B. 参照）、この訳者は中国からの移住者と思われ、この言語の性格も明らか

ではない（現在中国語と漢字を知るドゥンガン人の多くはソ連時代に中国から何らかの理

由で移住したものであり、その民族性は不明瞭である）。この分野の研究が立ち遅れている。

　ドゥンガン人を最初に観察したのはロシア人であり、革命後タシュケントで教育を受け

たドゥンガン人知識人にドゥンガン研究が託された。ドゥンガン語の最初の研究者はロシ

ア人言語学者 Е. Поливанов であり（彼を通じて西欧にドゥンガン語が知られた）、彼はドゥ

ンガン人言語学者 Юсуп Яншансин その他を育てた。この世代及び次の世代（主として第 2

次大戦後の）がドゥンガン語の、最初はラテン字の、後にキリル字の正書法を作り、それ

により教科書，辞書，新聞等を作成するに及び、ドゥンガン語は書写言語としての地位を

確立した。しかしながらソ連崩壊以前の、特にラテン字によるドゥンガン語資料の多くは

クルグズスタンにも保存されておらず、今後モスクワでの本格的な調査が俟たれる（ドゥ

ンガン人は旧ソ連の多くの資料と同様にそれらはモスクワ郊外の Химки の書庫に眠ってい

ると指摘している）。

　ソ連崩壊後深刻な財政難にもかかわらずドゥンガン語及びドゥンガン文学の教科書は維

持され（Бугазов, Дўфызы [1993] ― 1 学年用、Җон, Шысыр [2007] ― 2-3 学年用、Яншансын, 

Хаваза [2007] ― 4 学年用、Имазов [2002] ― 5 学年用、Шысыр [2007] ― 7 学年用、Цунвазо, 

Жинлиров [2007] ― 8-9 学年用が印刷された）。ドゥンガン新聞 «Хуэймин бо. Дунган 

газетасы. Дунганская газета. 回民报 » はソ連崩壊後発行は苦難の連続だったが、最近は月 2

回刊（発行部数 3,600 部）、しかも 8 面（うち 4 面はカラー印刷）を維持している。ただし

旧ソ連の少数民族の新聞と同様、ロシア語の紙面がドゥンガン語を上回っており、危機言

語としてのドゥンガン語の性格を物語っている。ドゥンガン語のテレビ放送はすでに中止

となり、かろうじてドゥンガン語のラジオ放送が細々と行われている（池田 [20123]）。学

校でドゥンガン語教育を担当する教員の養成機関はなく、多くはロシア語の教員が兼任し

ている。ロシア語とドゥンガン語による雑誌 «Хуэйзў 回族 Дунгане»（X 1, X 2, X 3, X 4, X 

5-6）は恐らく財政難故に残念ながら発行を中止している。

　ソ連崩壊後ドゥンガン語は西欧で社会言語学の研究対象となったが、それが完全に中国

語の方言なのか、独立の言語なのか、一種のクレオールなのかの論議は、それの形態論や

シンタクスの研究と相まって、もっとなされてよい。一部の人が強調するほどドゥンガン

語と普通話とが通じないのは（例えば中国の学術会議に招待されたドゥンガン人にはロシ

ア語の通訳を付けざるを得ないという事実がある）主として語彙とその用法の違いによる

ところが多そうである（ドゥンガン語はロシア語からの翻訳を通してロシア語を下敷きに



59

した言語となったと言える）。また多くのドゥンガン人の指摘するところであるが、ドゥン

ガン語と似ていると言われる新疆のイリ地区の中国語方言とドゥンガン語との異同も調査

の対象となる。

　なおドゥンガン語のキリル字正書法は声調を一切表記しないことで知られるが、筆者の

知る限りでは、Мансурова [20112]［幼児向け物語］と外国人ながら Rehorn [2005]［ドゥン

ガン語の音韻に関する学術論文］だけは声調記号（ˇ 陽平声，ˊ 陰平声，ˋ 上声，ˉ 去声，

無符号：軽声）を付しており、特に前者はアレクサンドロフカ出身の非言語学者であるた

めに非体系的な声調の記述がかえって興味深い。

　ドゥンガン語で書かれるもっとも多いジャンルは詩であり、詩集の刊行が目立つ

（Мансурова [1997, 2008, 20111], Мусаева-Машанло [2006], Чинмё: сывын, шёфə [1991],  

Юнузова [2007], ЯШ I, ЯШ II ［ロシア語訳］）。ほかに児童向けの物語（Мансурова [2011]2), 

Машинхаева [2005]）、小説（Мансўзы. Повесть [1997]）、新訳聖書のドゥンガン語訳（Инжил 

[2006]）がある。

　ソ連時代はドゥンガン語をソ連国内の唯一の孤立語として、特に中ソ論争の時期には中

国との学術交流も一切途絶えたため、独立の言語としての地位が与えられたが、ソ連崩壊

後中国との交流が深まるにつれ、ドゥンガン語は中国語北方方言の一種とする見方が一般

化しつつある。Завьялова は初め中国語方言研究の一環としてドゥンガン語に関心を持ち、

Рифтин は中国民間伝承の研究としてドゥンガン人のそれに着目したものであり、

Городецкий は一般言語学の立場から孤立語としてのドゥンガン語の意味記述に関心を持っ

たものである。Б. Ю. Городецкий は弟子の Зевахина その他とともにクルグズスタンのドゥ

ンガン人のもとでフィールド・ワークによりドゥンガン語・ロシア語辞典作成の試みをな

しているが（筆者はその草稿の一部を見たことがある。ドゥンガン語にはすべて声調記号

がつけられている）、それがいまだに公表されないのは実に惜しい。ソ連崩壊前に出版され

たドゥンガン語の辞典類はあまりない（これについても詳しい考察が必要である）。ソ連崩

壊後刊行された Җеёди хуэйзў-вурус хуадян [2009]［ドゥンガン語 = ロシア語辞典］と 

Вурус-хуэйзў хуадян: Русско-дунганский словарь [2008]) ［ロシア語 = ドゥンガン語辞典］はソ

連崩壊前のものの改訂版であるが（前者では全面的に、後者では部分的にドゥンガン語語

彙には声調記号が付される。I 平声，II 上声，III 去声）、中国語（普通話）からの多くの

借用語が含まれることがクルグズスタン独立後のドゥンガン人と中国との関係を物語って

いる。

　ソ連末期から中国人及び回族研究者がビシュケクに来てドゥンガン語を観察するように

なり、中央アジア・ドゥンガン人の言語，文学，歴史に関する多くの論著が現われた。主

たる研究者として胡振華（言語学；北京、中国民族大学）、丁宏（民族学；北京、中国民族
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大学）、海峰（言語学；ウルムチ、新疆大学語言学院）、林涛（文学；寧夏回族自治区銀川

市、北方民族大学北方民族語言研究院）、常文昌（文学：甘粛省蘭州市、蘭州大学文学院

中国文学系）、王国傑（歴史；陝西省西安市、陝西師範大学歴史系）がいる。これは機会

を改めて別個に紹介する必要がある。彼らはまたドゥンガン語の語彙に漢字をあてる作業

をもなしたが（「参考文献」C. 参照）、この作業はなおも問題をはらんでいると思われる。

　現在クルグズ共和国民族科学アカデミー・ドゥンガン学・中国学センター Центр 

дунгановедения и китаистики Национальной Академии наук Кыргызской Республики を中心

にドゥンガン研究が行われており、いわばドゥンガン人の第 3 世代ともいうべき人々が活

躍している。言語学，文学の М. Х. Имазов（ドゥンガン学・中国学センター）、言語学の М. 

В. Джумаза, Ф. Н. Хаваза, Р. М. Исмаева（Калимов は 2011 年に死去）、民族学の А. А. Джон, 

М. Д. Савуров (Совуров)、口承文芸の И. С. Шисыр (Шысыр)、社会科学の Р. У. Юсупов らが

それである（菅野 [2012] 参照；このうちクルグズスタンの Имазов, Джон,.Юсупов，ウズベ

キスタンの Савуров の 4 名は 2010 年の「中央アジア・ドゥンガン人に関する国際研究集会」

（東京外国語大学）に参加した；『ドゥンガン国際研究集会』、『ドゥンガン論集』参照）。

　ロシア人ドゥンガン研究者としては上掲の Борис Рифтин（中国文学；ロシア科学アカデ

ミー会員；2012 年死去）、О. И. Завьялова（中国言語学）、Б. Ю. Городецкий（一般言語学）、

Т. С. Зевахина（意味論，語彙論）がおり、ロシア人以外のヨーロッパ人としては上掲のオ

ーストラリアの Rimsky-Korsakoff Dyer、ドイツの Riedlinger のほかにフィンランドの Olli 

Salmi（ドゥンガン語の声調と文法に関心を持つ）、Brigitte Rieger, Elisabeth Allès, Paul Wexler

らがドゥンガン社会言語学に関心を持っている（以上 Spira, Ivo 参照）。ノルウェーの Ivo 

Spira は The Digital Archive of Dungan Studies, http://folk.uio.no/ODADS/ という Web ページを運

営しており、ボン大学教授だった Riedlinger の蔵書を基礎にあらゆるドゥンガン資料のディ

ジタル化により世界のドゥンガン研究に寄与しようとしており、極めて有意義である。

　橋本萬太郎亡き後の日本では（「参考文献」F. 参照）犬塚 [2001, 2005, 2011]（島根県立大

学）が橋本萬太郎の紹介や胡振華の論文の翻訳、紹介を行い、菅野 [20071, 20072, 2012], 

Канно [2006], Kanno [2008], 菅野 [2005] はドゥンガン語の正書法を論じ、ドゥンガン関係

論著の目録を作成し、池田 [20121, 20122] はドゥンガン語を社会言語学的に論じている。ま

た 2010 年に東京でドゥンガン人に関する国際研究集会が持たれたが、これが日本人にドゥ

ンガン研究の刺激を大きく与えたことは特記される。電子メール・マガジンではあるが、「日

本ドゥンガン研究会報」の第 1 号（2012）に引き継ぎ、第 2 号の準備が進んでいる。荻原

真子によるボリス・リフチン 『ドゥンガンの民話と伝説』の日本語訳が進行中である（『中

国民話の会通信』、東京）。

　直接言語研究と関連しないが、ソ連崩壊後刊行された重要なドゥンガン文献としては論
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文 集（ДУ, ДУ II, ДУ III, ДУ IV, ДУ V, ЯШ）、 百 科 事 典（Дунганская энциклопедия [2005],  

[2009]）、概説（Юсупов Р. У. [2005]）、人物志（Дунгане: история в лицах [1998], Вансванова 

[2000], Имазов, Р. У. Юсупов [2005]）、民族学（Джон [2007], Шисыр [2004], Савуров [20071, 

20072]、歴史（Джон [2009]）等の書籍がある。 

　ドゥンガン言語学ではドゥンガン語正書法と関連してドゥンガン語の音声学と音韻体系

の問題が依然として大きな比重を占めている。勿論正書法の確定にはラテン字の場合は Е. 

Поливанов、キリル字の場合は А. А. Реформатский の理論の影響が見て取れるが。これにさ

かのぼって再検討すべきである（モスクワ音韻論学派の理論は中国語のような言語にはほ

とんど適用し得ないであろう）。また文法に関しては，О. И. Завьялова も指摘しているとこ

ろであるが、ロシア語の概念を孤立語であるドゥンガン語に適用する誤りがしばしば犯さ

れている。ドゥンガン語の辞書論、語彙論、文法論の基礎的な研究は一層の深化を要求さ

れている。
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